学　則
（大分県立大分南高等学校）
①設置目的･･･学校教育法から抜粋
	【学校教育法】
第五十条　高等学校は、中学校における教育の基礎の上に、心身の発達及び進路に応じて、高度な
普通教育及び専門教育を施すことを目的とする。


②名称③位置④修業年限･･･大分県立高等学校学則から抜粋
	【大分県立高等学校学則】
（名称、位置等）
第二条　高等学校の名称、位置、科、課程及び学科は、別表のとおりとし、生徒募集定員は、別に
定めるところによる。
　別表（第二条関係）
名　　称
位置
課程
設置学科
大分県立大分南高等学校
本校
大分市
全日制
普通科
　　　※平成23年度に大分県立高等学校学則の一部改正により、福祉科を設置
（修業年限）
第三条　学校の修業年限は、次のとおりとする。
　　　　　全日制の課程　　　三年
　　　　　定時制の課程　　　三年以上
　　　　　通信制の課程　　　三年以上
　　　　　専攻科　　　　　　二年


⑤生徒定員及び学級数･･･大分県教育委員会告示による
	入学者定員は２学級、８０名


⑥養成課程及び履修方法
	別紙　教育課程による


⑦学年、学期及び授業を行わない日･･･大分県立高等学校学則から抜粋
	【大分県立高等学校学則】
第二章　学年、学期及び休業日
（学年及び学期）
第六条　学年は、四月一日に始まり、翌年三月三十一日に終わる。
２　学年を分けて、次の三学期とする。
　　　　第一学期　　四月一日から八月三十一日まで
　　　　第二学期　　九月一日から十二月三十一日まで
　　　　第三学期　　一月一日から三月三十一日まで
３　校長は、前項の規定にかかわらず学年を分けて、前学期及び後学期の二学期とすることができ
る。この場合において、校長は、あらかじめ、大分県教育委員会（以下「教育委員会」という。）
に届け出なければならない。
（休業日）
第七条　学校の休業日は、次のとおりとする。
　一　国民の祝日に関する法律（昭和二十三年法律第百七十八号）に規定する日
　二　日曜日及び土曜日
　三　学年始休業日　四月一日から四月七日まで
　四　夏季休業日　　七月二十一日から八月三十一日まで
　五　冬季休業日　　十二月二十五日から翌年一月七日まで
　六　学年末休業日　三月二十五日から三月三十一日まで
　七　農繁期休業日　　農業に関する学科を設置する学校においては、学年を通じて七日以内で、
校長があらかじめ教育委員会に届け出て定める日
　八　その他の休業日　前各号に定めるもののほか、非常変災その他急迫の事情により休業した日
又は校長が必要と認めた日


⑧入学時期･･･大分県立高等学校学則より抜粋
	【大分県立高等学校学則】
第二章　学年、学期及び休業日
（学年及び学期）
第六条　学年は、四月一日に始まり、翌年三月三十一日に終わる。


⑨入学資格⑩入学者の選考･･･学校教育法、大分県立高等学校学則から抜粋
	【学校教育法】
第五十七条　高等学校に入学することのできる者は、中学校若しくはこれに準ずる学校を卒業した
者若しくは中等教育学校の前期課程を修了した者又は文部科学大臣の定めるところにより、これ
と同等以上の学力があると認められた者とする。
【大分県立高等学校学則】
（入学の許可）
第十五条　入学は、校長が許可する。
２　入学志願手続及び入学者選抜に関する事項は、別に定める。


⑪入学手続き･･･大分県立高等学校学則から抜粋
	【大分県立高等学校学則】
（入学の手続き）
第十六条　入学を許可された者の保護者は、所定の期日までに、誓約書及び住民票の謄本に入学料
を添えて、校長に提出しなければならない。


⑫編入学、休学、復学、退学･･･大分県立高等学校学則から抜粋
	【大分県立高等学校学則】
（編入学）
第十八条　第一学年の途中又は第二学年以上に入学することのできる者は、相当年齢に達し、当該
学年に在籍する者と同等以上の学力があると校長が認める者とする。
２　前項の入学は、教育上支障がないと認めた場合は、選考の上、許可することができる。
（休学）
第二十一条　病気その他やむを得ない事由により三月以上出席することができず休学をしようとす
る生徒の保護者は、休学願に医師の診断書等その事由を証する書類を添えて校長に提出しなけれ
ばならない。
２　校長は、前項の事由が正当であると認めるときは、休学を許可することができる。
３　休学の期間は、三月以上一年以内とする。
４　校長は、引き続き休学をしようとする生徒の保護者が第一項に定める手続きを行ったときは、
前項の規定にかかわらず、当該休学を通算して二年以内の期間を限り延長することができる。
５　校長は、必要と認めた場合は、前項の規定にかかわらず、休学の期間を通算して二年を超えて
延長することができる。
６　校長は、前項に定める休学の期間が満了し、なお復学できない生徒については、これを除籍す
るものとする。
（復学）
第二十三条　休学中の者で、休学の事由が消滅し、復学しようとする生徒の保護者は、復学願に医
師の診断書等その事由を証する書類を添えて校長に提出しなければならない。
２　校長は、前項の事由が適当であると認めるときは、復学を許可するものとする。
（退学）
第二十四条　病気その他の事由により退学をしようとする生徒の保護者は、退学願を校長に提出し
なければならない。
２　校長は、前項の事由が正当であると認めるときは、退学を許可するものとする。


⑬成績考査･･･大分県立高等学校学則、大分県立大分南高等学校教務内規から抜粋
	[1]評　　価
評価は、コース・類型別に行う。学期毎に、各教科（科目）とも生徒の考査・平常の学習状況
等（出席状況・努力の程度・学習態度・小テスト・課題の提出状況等）を総合して、100点法、1点きざみにより成績評価をする。
[2]単位認定
(1)学年末に各教科（科目）とも生徒の履修した教科（科目）の成果を5段階評定とする。
(2)単位の認定は教科会議を経、職員会議に諮って、校長が決定する。
(3)単位合格の基準は評価点30点以上とする。
[3]進級認定
　(1)所定の教育課程を履修し、教科（科目）の単位をすべて修得したものに進級を認める。
　(2)次のいずれかに該当するものは原則として進級を認めない。
　　ア．出席日数が出席すべき時間数の3分の2に満たない者。
　　イ．学習や生活面に問題のある者。
　(3)進級を認められない場合は、原級留置となり、履修評定等は記録に留めるが、再び当該学年に定められた教育課程をすべて履修するものとする。
[4]卒業認定
　  校長は生徒が所定の教育課程を履修し、その成果が満足できるものと認められるときは卒業を認める。
[5]介護福祉士国家試験の受験資格
　下記項目のいずれをも満たす場合には、介護福祉士国家試験の受験資格を得たものと認める。
　(1)本校所定の教育課程に基づく教科・科目の所定の単位をすべて修得することが見込まれるこ
と。
　(2)介護実習の欠課時数が、出席すべき時間の5分の1をこえていないこと。


⑭入学検定料、入学料、授業料、実習費等･･･大分県立高等学校学則から抜粋
	【大分県立高等学校学則】
（授業料等の徴収）
第三十一条　授業料、入学料等の額及び徴収方法については、大分県使用料及び手数料条例（昭和
三十一年大分県条例第二十七号）及び大分県県立学校の授業料等徴収規則（昭和三十四年大分県規則第二十六号）の定めるところによる。


⑮教職員の組織･･･大分県立高等学校学則、大分県立学校管理規則から抜粋
	【大分県立高等学校学則】
（職員組織）
第四条　学校の職員組織は、大分県立学校管理規則（昭和四十二年大分県教育委員会規則第一号）
の定めるところによる。
【大分県立学校管理規則】
第五章　職員組織
（職員）
第十一条　学校に、校長、教頭、教諭及び事務職員を置く。
２　前項の職員のほか、必要に応じて、副校長、主幹教諭、指導教諭、養護教諭、助教諭、養護助
教諭、講師、実習助手、寄宿舎指導員、技術職員その他必要な職員を置く。


⑯賞罰･･･大分県立高等学校学則から抜粋
	【大分県立高等学校学則】
（表彰）
第二十九条　校長は、性行、学業その他について優秀な生徒を表彰することができる。
（懲戒）
第三十条　校長及び教員は、教育上必要があると認めるときは、生徒に懲戒を加えることができる。
ただし、体罰を加えることはできない。
２　懲戒のうち退学、停学及び訓告の処分は、校長がこれを行なう。
３　前項の退学は、次の各号の一に該当する生徒に対して行なうことができる。
　一　性行不良で改善の見込みがないと認められる者
　二　学力劣等で成業の見込みがないと認められる

　三　正当な理由がなく出席常でない者
　四　学校の秩序を乱し、その他生徒としての本分に反した者


